
ンボルマーク 

人口と世帯 

9月30日現在（）内は前回比、男23,872（一 9） 女26,  629(-15） 計50,  501(-24） 世帯18,648(1 2) 
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10月 5日、創立10周年を迎えた五所川原少年少女合唱
団の記念公演がオルテンシアで開催され、会場に集まっ
た音楽ファンは、すがすがしい歌声に魅了されました。 
合唱団の設立から携っている常任指揮者の坂崎隆浩さ

んは、「生活の中に音楽を… これからも多くの子どもた
ちに音楽を楽しむ心を育んでほしい」と想いを話し、団
長の野呂佳央さん（高2）は「音楽の素晴らしさと皆でつ
くりあげていく楽しさが伝わるようなステージにしたい
です」と話していました。 
同合唱団は、全国ジュニアコーラス・フエスティバル

に 5回出場し、結成された翌年の1993年に「あおぞら大
賞」を受賞するなど、当市の音楽・文化振興に大きく貢
献しています。 

なお、合唱団では団員を募集しています。興味のある
方は TEL (22)5719 FAX (22) 6013 にご連絡ください。 

~ 

発行五所川原市役所／編集総務課 〒037-8686 青森県五所川原市字岩木町12番地 公代35-2111番
メールアドレス goshogawaraOl@net.pref.aomori加 
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平
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四
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回

定
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平
成
十
四
年
五

所
川
原
市
議
会
第

五
回
定

例
会
が
、

九
月
十
二
日
か
ら

二
十
六
日
ま
で

の
十
五
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
、
平
成
十

四
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
十
九
議
案

を
可
決
、
承
認
、
認
定
し
閉
会
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
市
町
村
合
併
に
関
す
る
調
査
、

研

究
の
た
め
今
定

例
会
で
市
町
村
合
併
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
 

合
規
約
の
一
部
を
変
更す
る
規
約
案

つ
い
て
二
件
（
平
成
十
四
年
度
五
所
 
▽

五
所
川
原
市
職
員
の
懲
戒
の
手
続
及

川
原
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計
補
正
 
び

効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

予
算
ほ
か
）
 

正
す
る
条
例
案
 

▽
平
成
十
三
年
度
五
所
川
原
市
病
院事
 
▽

五
所
川
原
市
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条
例
の
一
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を
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業
会
計
決
算
に
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い
て
 

す
る
条
例
案
 

▽
平
成
十
三
年
度
五
所
川
原
市
水
道
事
 
▽

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
草
地
開発
 

業
会
計
決
算
に
つ
い
て
 

整
備
事
業
用
地
）
 

▽
平
成
十
三
年
度
五
所
川
原
市
工
業用
 
▽

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
（
三件
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水
道
事
業
会
計
決
算
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つ
い
て
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五
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計
補
正
予
算
ほ
か
四
件
 

・

一
般会
計

一
億
千
二
十
七
万
円
を

追
加
し
、
そ
の
総
額
を
二
百
四
億

五
百
九
十
七
万
二
千
円
に
。
 

▽
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
等
組
 
 ▽

議
員
提
出
議
案
 

・

食
品
の
安
全
に
か
か
わ
る
包
括
的

法
律

（
食
品安
全
新
法
）
の
制
定

と
新
行
政
組
織
の
設
置
に
関
す
る

意
見
書
案
 

切
に
活
用
さ
せ

て
 
「
三

い
た
だ
き
ま
す
 

高
額
寄
付
者
 

感
謝
状
贈
呈
式
 

H
h、
・
 

市
に
高
額

（
十
万円
以
上
の
金
品
）
 

の
寄
付
を
さ
れ
た
団
体
、
個
人
に
対
し

て
感
謝
状
贈
呈
式
が
十
月
一
日
、
藤
吉

郎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

贈
呈
さ
れ
た
方
々
は
、
立
候
武
多
の

運
行
、
立
侵
武
多
の
館
建
設
、
公
共
施

設
設
備
の
充
実
、
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て
役
立
て

て
欲
し
い
と
寄
付
さ
れ
た
七
十
一
団
体
、
 

六
個
人
の
皆
様
です
。
 

式
で
は
、
成
田
市
長
が
「皆
様
の
意

志
が
十
分
い
か
さ
れ
る
よ
う
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
寄
付
者

に
感
謝
の
こ
と
ばを
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

旧
七
ッ
館
小
学
校
、
旧
梅
泉
小
学
校
、
 

そ
し
て
栄
小
学
校
一
部
の
統合
に
と
も

な
い
平
成
十
三
年
四
月
に
開
校
し
た
「
1
 

輪
小
学
校
（
派谷
隆
雄
校
長
）
の
落
成

記
念
式
典
が
十
月
五
日
、
同
校
体
育
館

で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
今
年
三
月
体
育
館
完
成
、
 

九
月
の
屋
外
グ
ラ
ン
ド
完
成
を
待
っ
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
児
童
と
父
母
、
及

び
関
係
者
の
約
五
百
五
十
人
が出
席
し

ま
し
た
。
 

最
初
に
、
市
長
が
「
新
し
い
校
舎
で

心
明
る
く
の
び
の
び
と
、
た
く
ま
し
く
、
 

小
鳥
の
よ
う
に
翼
を
広
げ
、
未
来
に
向

か
っ
て
大
き
く
羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
」
 

と
式
辞
を
述
べま
し
た
。
 

こ
れ
を
受
け
、
児
童
代
表
十
二
人
が
 

「
一
歩
一
歩
前
進
し
、新
し
い
歴
史
を
 

善
意
の
花
か
ご
 

魯
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く
る
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〇
太
子
食
品
工
業
株
式
会
社
（
工
藤
茂

雄
代
表
取
締
役
社
長
）
H
寄
贈
（
ミ
ニ

と
う
ふ
五
十
七
個
）
。
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
五
所
川
原
料
飲
店
組
合
（
畠
山
三
郎

理
事
長
）
n
一
万
四
千
円
（
第
八
回
親

睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
益
金
）
。
 
 

作
っ
て
い
き
ま
す
。
今
を
し
っ
か
り
見

つ
め
、
が
ん
ば
り
ま
す
」
と力
強
く
「よ

ろ
こ
び
の
こ
と
ば
」
 
の
呼
びか
け
を
し

ま
し
た
。
 

最
後
に
出
席
者
全
員
で
校
歌
「
小
鳥

に
翼
が
あ
る
よ
う
に
」
を
斉
唱
し
て
落

成
を
祝
い
ま
し
た
。
 

5
ど
う
も
あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
ー
 

⑨
五
所
川
原
市
へ
 

〇
特
別
養
護
老
人ホ
ー
ム
あ
か
ね
荘
 

（
木村
良
悦
施
設
長
）
H
寄
贈
（
市
内
十

五
小
学
校
へ
教
材
用
図
書
と
し
て
 
「森

と
木
の
質
問
箱
」
三
十
冊
）
。
 

〇
東
芝
メ
デ
ィ
ァ
機
器
株
式
会
社
（
清

水
浩
代
表
取
締
役
社
長
）
H
寄
贈
（
立

佼
武
多
写
真
入
額
）
。
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ぼけ予防の基本は運動‘食事・栄

養・ストレスの解消です。体をよく動

かすことで脳の血流が増加し、神経細

胞の再生も増加します。また、運動す

ることで骨が丈夫になり、骨折による

寝たきりが軽減され最終的にぼけ防止

につながります。ストレスの解消も大

変重要です。特に笑うこと、気分転換

することが必要です。 

近
年
、
急
速
な
高
齢
化
と
と
も
に
生

活
習
慣
病
が
増
え
、
特
に
痴
呆
な
ど
の

介
護
を
要
す
る
方
が
二
〇
一
五
年
に
一
一

百
五
十
万
人
に
増
え
る
と
予
測
さ
れ
、
 

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
北
五
医
師
会
な
ど
が
主
催

し
九
月
二
十
八
日
、
「西
北
五
も
の
忘

れ
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
オ
ル
テ
ン
シ
ア

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

最
初
に
あ
い
さ
つ
で
成
田
市
長
は
、
 

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
ぬ
く
た
め

に
自
分
の
生
活
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
今
後

の
糧
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
、
基
 

北
冒
圏
⑩
寅
れ
シ
ンポ
ジ
ウ
ム
曾
鳳
ー
 

調
講
演
で
は
国
立
療
養
所
中
部
病
院
の

田
平
武
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
長
が
 

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
早
期
発
見
と

予
防
、
治
療
に
向
け
て
」
と
題
し
今
後

の
課
題
と
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
い

て
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
田
平
先
生
を
コ
メ
ン
テ

ー
 

タ
ー
と
し
て
家
族
や
地
域
医
療
、
医
師

会
e
立
場
で
の
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
人
は
、
「痴
呆
に
つ
い
て

大
変
分
か
り
や
す
い
内
容
だ
っ
た
。
も

っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
」
 

と
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
重
要
性
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

「ぽ
け
予
防
の
基
本
は
 

連
動
・食
事
・
栄養
・メ
ト
レメ
の
解
消
で
す」
 図書館からあれこれ 

人気者はだれだ！パート2 
前回の人気ランキングが好評だったので、もう

少し詳しくお伝えします。 

これは、13年度の統計ですから現在の結果は来

年でることになりますのでご期待ください。 

さて、児童の部では統計にでてきませんが自然

科学の図鑑なども利用されています。恐竜や化石

が人気。図鑑は貸し出しができるものを今年入れ

ましたのでどうぞご利用ください。それから怖い

話も人気。それ以外はユーモアのある、明るい題

名の本が好まれているようです。本日も 「かいけ

つゾロリ」が全て貸し出し中です。こういう傾向

の本はスナック菓子のように読みやすく楽しい本

なのです。ただ、 「ばっかり食べ」というのでし

ょうか、それしか手を出さないのはちょっとさび

しい気がします。いつもと違う本棚もたまにはの

ぞいてみませんか。 

一般では圧倒的に小説。それ以外は実用書。料

理の本がずらり並んでいます。図書館利用者の食

卓はきっと豪華ですよ。 

小説の人気作家は貸し出しカードの多い順、作

品は早くいっぱいになった順です。だから作家は

ずっと読み続けられてる人、作品は13年度中に集

中して人気のあった人が並びます。以前にも書い

たように両方ランクされてる宮部みゆきさんが現
在の当館のNo.1作家といえるでしょう。まだ、 

お若い方ですからこれからもあっと言わせるよう

な本を書いてくださるのではないでしょうか。 

図 海 

'(34)4334 

回eeの●0@0 
◇期間 10月29日因～11月10日（日） 

期間中の休館】11月 3日～11月 5日

◇本のリサイクル ご家庭にある本類を寄付い

ただきましたが、既に当館で所蔵しているも

のもあり、これらを年に一度「本のリサイクル」 

として希望者に差し上げています。 

◇展示「アジアの国々を知ろう」と題し、関係

書物を展示します。 

市民のみなiさんこの驚だ:ii書館をご IJfflください 

平成13年J9J 言ラソキソグ 

児童の部（シリ一ズ物） ー般の部（実用書） 

1．手塚治虫漫画全集 
2．長谷川町子漫画全集 
3．かいけっゾ口リシリ一ズ 
4‘はだしのゲン 
5，特製ちびまるこちやん 
6，わたがしふうちやん 
7.ブラック,ジャック 
8．あたしんち 
9．アンパンマンシリ―ズ 
10．バ一バパパシリ―ズ 
10. 10ぴきのかえるシリ―ズ 

1．話を聞かない男地図が読めない女 
1．少ないモノでゆたかに暮らす 
1‘私の贈り物 
1，ワザあり100円おかず 
1．住まいの収納 
6．子どもと楽しく暮らす100の方法 
6．スポンジケーキさえ上手に焼ければ 
6．きようの料理大百科 
6．園児のおべんとう 
6,いも栗かぼちや料理と菓子 
6.101の幸福なお菓子 
6．しあわせはいっも 児童の部 

1．親子であそぶあやとり絵本 
1.ハリ一ポッターと賢者の石 
1．おひさまアコちゃんあそびましよう 
1,帰ってきたおとうさんはウルトラマン 
5.おさるになるひ 
5．ももこちやんとあそびましよう 
5.ももこちゃんとおねむです 
5．ふしぎなトイレくん 
5，はれときどきこぶた 
5．みみをすませば 
5，さわってこらんだれメ刀かお 

ー般の部（文学） 

1‘赤 川 次 郎 
2.宮 部 みゆき 
3.西 村 寿 行 
4．西 村 京太郎 
4．松 本 清 張 
4.山 村 美 沙 
7.内 田 康 夫 
7．瀬戸内 寂 聴 
9．半 村 	良 
9．渡 辺 純 ― 
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都市計画課計画係 内線 323 

用途地域名 建ペい率 用途地域名 建ペい率 

第―種低層住居
専 用 地 域 

50％以下 第二種住居地域 60％以下 

第二種低層住居
専 用 地 域 

50％以下 近隣商業地域 80％以下 

第―種中高層
住居専用地域 60％以下 商 業 地 域 80％以下 

第二種中高層
住居専用地域 

60％以下 準エ業地域 60％以下 

第―種住居地域 60％以下 エ業専用地域 60％以下 

※建ぺい率とは、建築面積の敷地面積に対す
る割合のことで、定められた割合を超える
大きさの建築物は建築できないこととなっ
ています。 

なお、計画案の縦覧は、次のとおり

実施いたします。 

〈計画案の縦覧〉 

期 間】10月25日金--1 1月 7 日困 

8 時30分～17時 

場 所】都市計画課 

建築基準法の一部が 7 月に改正され、平成15年1月から施行される予定です。 

この法律改正により、これまでは、建築基準法で全国一律に定められていた住居地域などの 

建ぺい率を各市町村が都市計画で決定することになりました。 

市では現在の土地利用の状況を踏まえ、引き続き、従来どおりの数値とすることで手続きを 

進める予定です。現在の建ぺい率は別表のとおりとなっています。 

用途地域の建ぺい率について〉 ノ
く
、
 

4
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ら
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罵
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内
線
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2
0
 

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
行
政

（
国

・

県
・
市
）
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

行
政
相
談
委
員
は
秘
密
を
守
り
、
親

切
に
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

●

1
0月
2
4日
困
 
1
3時

、
1
6時
 

エ
ル
ム
の
街
s
c

l
階
ポ
ッ

ポ
前

※
相
談
無
料
。
同
日
は
定
期
相
談
日
で

す
が
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
（予
約
不
要
）
 

国
民
健
康
保
険
 

⑤
保
険

証
に
つ
い
て
 

国
保
年
金
課
 
内
線
2
1
4
・
2
1
5
 

国
民
健
康
保
険
証
は
、
1
0月
1
日
か

ら
更
新
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
 

長
期
出
稼
ぎ
等
に
よ
り
⑤
保
険
証
の
交

付
を
受
け
て
い
る
世
帯
の
方
で
、
今
後

も
引
き
続
き
⑧
保
険
証
の
交
付
を
受
け

た
い
方
は
、
国
保
年
金
課
⑥
番
窓
口
あ

る
い
は
お
近
く
の
支
所
（
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
 

な
お
、
＠
保
険
証
交
付
後
に
世
帯
主

や
住
所
等
に
異
動
が
発
生
し
届
け
出
る

場
合
は
、
親
元
保
険
証
と
と
も
に
＠
保

険
証
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

◇
申
請
に
必
要
な
物
 

親
元
保
険
証
、
印
鑑
、
長
期
出
稼
ぎ

先
等
住
所
の
メ
モ
 

介
護
者
の
つ
ど
い
 

参
加
者
募
集
 

健
康
福
祉
課
 内
線
2
3
6
・
2
3
8
 

市
で
は
、
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
方

を
対
象
に
、
ゆ
っ
く
り
歩
き
、
心
の
ゆ

と
り
と
生
き
る
気
力
を
つ
く
る
健
康
法
 

「ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
 

を
行
い
ま
す
。
 

●

1
0月
2
1日
の
 
9
時
3
0分

、
1
4時

焚
珠
山
系
馬
ノ
神
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン
コ

ー
ス
他
 

〇
働
く
婦
人
の
家
（
集
合
後
、
会
場
（
 
 

送
迎
し
ま
す
。
 

◇
参

加
費

…
無
料
 

◇
申
込
方
法
 
1
0月
1
8日
国
ま
で
に
健

康
福
祉
課
（
電
話
申
込
み
 

＊
参
加
に
あ
た
っ
て
の
家
族
介
護
を
サ

ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。（
介護
し
て
い
る
方
の
お

世
話
に
つ
い
て
等
）
 

西
北
五
民
俗
芸
能
フ
ェア
 

五
所
川
原
市
観光
協
会
 
空
3
8)1
51
5
 

西
北
五
民
俗
芸
能
連
合
会
に
よ
る
民

謡
、
獅
子
舞
、
登
山
唯
子
な
ど
の
発
表

会
で
す
。
秋
の
一
日
を
民
俗
芸
能
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
2
4日
困
 
1
3時

、
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 
小
ホ
ー
ル
 

入
場
無
料
 

◇
出
場
者
 

・

西
北
五
民
俗
芸
能
連
合
会
1
2団
体
 

・

特
別
ゲ
ス
ト
 

第
4
2代
青
森
県
民
謡
王
座
 

川
 
村
 
定
 
夫

津
軽
三
味
線
ま
ん
じ
流
 

工
 
藤
 
ま
ん
じ
 

【
 



?
 一

 金
 青森県最低賃金は、10月1日から時間額

で605円に改正されました。 
なお、青森県最低賃金は日額表示がなく

なり時間額表示のみとなりましたので、ご
注意ください。 
最低賃金は、最低賃金法に基づき賃金の

最低限度を定め、使用者は最低賃金より低
い賃金で労働者を働かせてはならないと定
めたものです。 

このため、青森県最低賃金は、産業別最
低賃金（四業種）が適用される労働者を除き、 
県内で働く全ての労働者（常用、臨時、パ 
ート、アルバイトを問わず）とその使用者
に適用されます。 
使用者は最低賃金を常時見やすい場所に

掲示するなど、労働者に周知しなければな
りません。 

◇お間い合わせ先 
青森労働局賃金室、または 
五所川原労働基準監督署 合(35) 2309 

青森労働局賃金室 公O17(734)41 14 

平
成
1
4年
度
 

市
民
・
まち
づ
く
り
フ
ォ

ー
ラ
ム

m
黒
石
参

加
者
募
集
 

青
森
県
明
日
の
商
店
街
づ
く
り
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局
 

舎
森
県
経
営
振
興
課
街
づ
く
り
商業
振
興室
 
音
o
l
7（
建
1
1
1
1丙
線
4
1
7
3)
 

お
知
ら
せ
 

県
税
事
務
所
か
ら
 

五
所
川
原
県
税
事
務
所
課

税
課

公
（3
4)
21
1
1
 内
線
2
0
7
 

各
地
域
に
住
む
方
々
の
「
ま
ち
づ
く

り
気
運
」
 
の
醸成
を
図
る
と
と
も
に
、
 

中
心
市
街
地
の
復
活
・
新
た
な
街
づ
く

り
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
2
2日
因
 
1
3時

、
1
7時
 

黒
石
市
公
民
館
 
多
目
的
ホ
ー
ル
 

◇
内
容
 

①
事
例
発
表
 

『動
き
出
し
た
 

T
M
oに
よ
る
ま
ち
づ
く
り
』
 

津
軽
こ
み
せ
卿
 

観
光
委
員
長

②
三
味
線
演
奏
 

代
表
取
締
役
 
木
下
 
啓

一
 

『ゆ
き
だ
る
ま
へ
の
想
5
j
 

黒
石
商
工
会
議
所
 船

水
 
正
嗣
 

津
軽
こ
み
せ
卿
 

三
味
線
演
奏
者
 
渋
谷
 
幸平
ほ
か
 

③
講
演
 
『中
心
市
街
地
は
誰
の
も
の
』
 

、
今
 
考
え
る
 
T
M
oの
役
割
、
 

弘
前
大
学
教
育
学
部
 

助
教
授
 
北

原
 
啓
治
 

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

平
成
1
5年
に
使
用
す
る
農
業
用
軽
油

引
取
税
免
税
証
の
交
付
申
請
を
次
に
よ

り
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

●

1
1月
8
日
岡
 
9
時

、
1
5時
 

青
森
県
五
所
川
原
合
同
庁
舎
 

1
階
相
談
室
（
市
内
栄
町
1
0)
 

※
申
請
用
紙
は
県
税
事
務
所
、
各
農
業

協
同
組
合
及
び
石
油
製
品
の
販
売
店
に

あ
り
ま
す
。
農
協
、
販
売
店
に
申
請
書

の
提
出
を
依
頼
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書

の
受
付
日
の
前
に
農
協
、
販
売
店
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

   

11月2・3日 
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◇場 所】市民体育館 

●ii月 2日田 

〔開会式〕9時30分 

・漆川獅子舞 
・演芸大会（老人クラブ） 
・子供獅子舞（藻川小） 
・ョサコイソーラン（中央小） 

●ii月 3 日回 

〔開 場〕9時30分 

・子供獅子舞（松島小） 
・歌と踊り（花ごよみ会・柳嘆会） 
・赤ちゃんハイハイレース 
・原かおり歌謡ショー 
・国民健康保険ワクワク福引き大会 

〔終了予定〕16時 

・講演会 『これからの農業経営について』 
青森県農業経営者協会会長 佐藤光郎氏 
（サブ体育館】10時～) 

赤ちゃんハイハイレース参加者募集 
健康福祉課 内線236・238 

～は1はいこ”きる赤ちpん大募集～ 

参加者全員に、参加賞、記念写真のプレゼン

トあり。上位入賞者には、豪華商品を用意して
I います。 

●ii月 3 日同 12時40分～13時30分 

◇定 員 先着30名 
I ◇申込締切 10月31日困 

◇申込方法 健康福祉課に電話での申し込み 

※参加者は開始30分前までに会場へお越しください。 

× 
第9回こしょがわら菊まつり 

観光物産課 内線392 
	ノ 

同
時
開
催
 

5 	平成14年10月15日 
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市（県）民税第3期、国民健康保険税第4期
の納付期限で弓0忘れずに納めましょう0 

~「東授費朱 
変わ回 

平成15年度から、現行の施設入所、居宅サー 

ビスなどの措置制度が障害者自らサービスを利

用する「支援費制度」に変わります。 

このサービスを受けるには支援費支給の申請

をしなければなりません。 

申請については、健康福祉課付けの申請書に

必要な事項を記入してもらいます。 

※該当になるサービスは、身体障害者、知的障

害者、障害児関係の施設サービスと居宅サー 

ビスです0 
相談は10月21日嶋）から、申請は11月 5日因か

ら開始します。 

～支援費制度の枠組み～ 

都道府県知事 
（指定都市‘中核市長） 

多 

⑥支捜費の請求 
~阜F" 

“編― 

⑦支援費の支払い 

（代理受領〕 

健康福祉課障害福祉係 内線540・541・543 

市
立
10向
等
看
護

学
院
 

公
（
3
4)
2
7
1
5
 

平
成

1
5年
度
「

看
護
学
生

」
 

募
集
（
2
年
課
程
夜
間
定
時
制
）
 

◇
募
集
人
員
 
4
0名
 

◇
修
業
年
限
 
3
年
 

◇
受
験
資
格
 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
 

①
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
で
准
看
護
師
 

の
免
許
取
得
後
3
年
以
上
業
務
に
従
 

事
し
て
い
る
者
 

②
高
等
学
校
を
卒業
し
た
者
ま
た
は
卒
 

業
見
込
み
の
者
で
、准
看
護
師
の
資
 

格
を
有
す
る
も
の
 

③
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
卒
 

,
 

        

  

男女共同参画室より 
    

    

内線462 
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FAX :0173-35-3617 
E-mail : goshogawara42@net.pret.aomori.jp  

情報詰づくりにトライU 
女性の自立と社会参画を促進し、男女共同参画社会づくりへ向けた意識啓発や地域活動の

活性化を目的とした情報誌づくり講座を開催します。 

見やすい情報誌の作り方や記事の集め方などを学び、実際にみんなで情報誌を発行してみ

ませんか。 

1. 日 	時 11月15日圏・11月22日岡・11月29日国・12月 6日国 18時30分～20時 

2.場 所 五所川原地域職業訓練センター 

3．受講料 無 料 

4．募集人員 10名程度（職場・地域・PTA活動等に携わっている方または情報誌発行に興味のある方） 

5．締め切り 10月31日困まで 

6．申込先 男女共同参画室へTEL・FAX・Eメールで受付します。 
・ 

時
 

注】市条例改正により、市民税及び固定資産税に
おける納期前納付の前納報償金を平成15年4 
月 1日から廃止いたします。 

収納課 内線431-435 

業
見
込
み
の
者
で
、
平
成
1
5年
3
月

に
准
看
護
師
養
成
所
を
卒
業
見
込
み

の
者
 

④
平
成
1
5年
3
月
に
高
等
学
校
衛
生
看

護
科
を
卒
業
見
込
み
の
者
 

◇
入
学
試
験
 

〇
試
験
日
 
平
成
1
5年
1
月
3
0日
困

〇
試
験
科
目
 

看
護
学
・
英
語

・
小
論
文
及
び
面
接

〇
願
書
受付
期
間
 
1
2月
9
日
の
、
1
6
 

日
の
当
日
消
印
有
効
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地球を救うには身近な環境問題からク 

・ごみ減量推進員は、ボランティアでごみの適正な処理を推進する活動をレています。 
ごみの分別・出し方等の指導を受けた場合は、その指示に従って協力くださるようお願い致します。 

北 地 区 岩 谷 宣 隆 葛 西 豊 文 平 山 正 義 前 田 楽 司 小田桐 義 明 開 米 仁次郎 
尾 崎 忠 松 江 レイ子 佐 川 八重子 平 山 	悦 伊 藤 金 一 木 村 美 雄 一 戸 慶 喜 
三 上 定 雄 千 葉 正 和 山 内 ひとみ 木 村 次 郎 小山内 勝 枝 新 谷 清 蔵 一 戸 周 逸 
寺 内 智 子 高 橋 光 慶 今 	武 則 阿 部 昭 雄 神 	秋 枝 山 形 宝 弘 川 浪 	隆 
佐 藤 あい子 成

平
 
田

山
 
房
昭
 
江

三
 

佐々木 江美子 佐々木 伯 男 長橋地区 

工 藤 	貢 

島丸
 
村

山
 
弘

一
 
栄

郎
 

竹 谷 勝 彦 
小 倉 尚 山 本 明 雄 池 野 京 子 一 戸 勝 美 
一 戸 豊 明 関 宏 行 神 	泰 子 藤 田 兼 清 神 山 	勲 島 谷 光 治 外 崎 冨 夫 
津 田 隆 子 蝦 名 麗 子 原 田 贋 次 小 野 一 則 乳 井 ふじ子 福 士 哲 哉 高 橋 三 男 
工 藤 勲 葛 西 よし桑 木 村 	健 岩 測 	登 石 岡 や象子 小 野 	武 渡 辺 武 則 
工 藤 晶 子 木 村 一 磨 平 山 	勉 藤 田 清 治 岡 田 ッョエ 山 内 盛 雄 野 呂 兼四郎 
古 川 ミッエ 木 村 正 友 相 馬 雄 二 工 藤 繁 雄 土 岐 睦 子 村 田 文 雄 高 橋 武 造 
小 林 正 男 成 田 繁 則 納 谷 良 二 山 田 金 春 古 川 栄 子 対 馬 昭 夫 川 浪 長 三 
下 山 春 代 山 上 和 美 笹 部 誠 一 工 藤 和 子 須 藤 清 美 木 村 省 一 田 中 長 作 

対 馬 サ コ 高 松 まっ子 米 谷 美智子 今 井 重 子 松 野 繁 春 渋 谷 繁 則 田 中 義 悦 
成 田 泉 安 田 っ さ 木 村 鉄 雄 蝦 名 昭 雄 松 野 博 勝 高 橋 是 清 小笠原 昭 輝 
蒔 田 栄 鳴 海 麻 子 鰐 田 則 昭 佐 藤 治 寿 小山内 武 由 工 藤 満 男 中川地区 
三 浦 恒 雄 木 村 隆 文 岸 本 和 幸 斎 藤 せ っ 片 岡 	稔 対 馬 勝四郎 外 崎 清 一 
金 田 武三郎 秋 元 聴 子 平 沢 	勉 松 橋 一 馬 間 山 武四郎 寺 田 時 夫 吉 岡 正 友 
秋 元 了 神 千代茂 工

敦
 
藤

賀
 
賢
春
 

造
 
士
口
 

津毛
 
島

内
 
由
謙
 
幸
一
 

清斉
 
野

藤
 
光

修
 
郎
一
 

飯詰地区 

長 峰 勝 義 

奈良岡 教 子 
川 瀬 紀美子 和 田 タ 	ミ 奈良岡 照 江 

江 良 マ 	リ 神 レイ子 木 村 義 信 伊 藤 文 章 対 馬 	貢 三 浦 八三郎 藤 森 栄次郎 

上 見 勝 行 加 藤 恒二郎 木 村 静 逸 菊 地 義 孝 間 山 ひろ子 高 橋 和 三 藤 森 り な 

伊 藤 イ 	ッ 平 山 清 原 田 和 夫 工 藤 保 麿 中 川 光 男 山 中 み よ 藤 森 ミ セ 

成 田 静 江 境 勇 造 榊 	均 小山内 	寿 工 藤 賢 一 斎 藤 キミエ 藤 森 竹太郎 

八木津 寿 明 新小
 
谷
野
 
準
清
 
一

茂
 

乳
大
 
井
沢
 
義

拓
 
博

三
 

文
  

野
沢
 
呂

田
 
則
秋
 

七和地区 

福 士 	実 

長 峰 末三郎 奈良岡 栄 子 

津 川 和 久 中 村 孝 一 館 山 ッ エ 

佐 藤 誠 治 田 辺 一 美 対 馬 多喜雄 兼 平 健 夫 福 士 	茂 三 浦 れ い 佐 藤 ミ エ 

佐 藤 ゆり子 南 地 区 花 田 喜佐雄 斎 藤 	登 福 士 新 一 出 町 弘 子 川 瀬 ミ サ 

木 村 芳 之 鶴 谷 一 志 三 上 重 道 藤 森 茂 責 今 	一 雄 平 山 久 光 館 山 ひ さ 

小 野 っ 急 小 野 昭四郎 古 川 泰 然 米 沢 四 郎 大 坂 文 恵 柴 田 勇 一 田 口 由 満 

小笠原 明 竹 鼻 文 子 千 葉 	仁 小田桐 良 子 斎 藤 広 実 浜 館 照 代 古 川 ハナエ 

山 川 みどり 鰐 田 博 昭 坂 本 行 三 木 村 健 三 阿 部 シ セ 浜 館 け い 笠 井 順 秋 

原 久美夫 尾 津 満 雄 佐々木 円太郎 大 谷 一 次 阿 部 清 美 賀 谷 吉 夫 笠 井 十三雄 

原 清 秀 堀 内 貞 俊 吉 崎 芳 昭 宮 本 紀 男 阿部 千代三郎 坂 本 叡 史 外 崎 温 子 

山 形 潔 木 村 幸之助 菊 地 繁 夫 太 田 春 良 伊 藤 光 明 和 田 清 俊 高 橋 リッコ 

田 村 和 子 上 見 次 男 菊 地 	拘 木 村 恵 子 伊 藤 	博 中 谷 和 美 古 川 昭 子 

原 まっい 葛 西 富 蔵 秋 庭 修 二 工 藤 ッ セ 横 沢 章 彦 岡 田 佑 子 奈 良 ミ ッ 

福 士 せ っ 木 村 博 藤 田 妙 子 松 橋 米 昭 三 上 源 司 封 馬 竹三郎 毘沙門地区 

原 功 斎 藤 ッ 	ョ 小 山 愛 子 小 山 英 治 松島地区 太 田 兼 雄 佐 藤 恵 子 

桜 庭 保 治 片 山 正 七 小田桐 龍 作 笹 木 	稔 木 村 洋 三 鳴 海 亮 三 北 川 ミチエ 

白 取 孝 一 秋 田 善 七 小 関 	勇 長 崎 せ っ 毛 内 敬 三 其 田 富 夫 太 田 盛 吉 

古 川 築 造 西 村 速 雄 木 村 義 雄 梅 津 多喜子 太 田 則 子 笠 井 正 昭 山 口 	弘 

葛 西 文 夫 春 藤 義 三 三 上 金 弘 加 藤 貴美子 山 口 あき子 其 田 シュン 山 口 義 直 

伊 藤 末 吉 岩 田 一 清 井 上 	初 山 田 キヌエ 一 戸 フ 	ミ 其 田 勇 治 福 間 アイ子 

西 村 喜 実 下 山 寛 小 野 正 子 畠 山 	豊 渋 谷 光 繁 坂 本 宜 男 山 口 マッエ 

工 藤 ゆ さ 神 松 本 政 保 ~ 股 真美子 寺 田 一 男 三 戸 関 雄 増 田 フミエ 

小 川 忠 明 江 良 正 春 葛 西 勝 幸 秋 元 ひづる 寺 田 兼 造 油 谷 清 吉 蛸 島 キヌョ 

磯 辺 勇 司 沢 田 千美子 坂 田 義 政 佐々木 久美子 高 橋 重 元 三好地区 

小 野 寿一郎 

鳴 海 政太郎 

白 取 	好 川 村 年 行 白 川 よし子 栄 地 区 梅沢地区 小 坂 義 明 

高 杉 秀 雄 長谷部 サ エ 平 山 友太郎 竹 谷 政 美 渋 谷 折 蔵 長 尾 義 勝 松 川 清 美 

平成14年10月 1日現在 
	

（順不同・敬称略）〈都合により町内会名は割愛させて頂きます。〉 
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× 
平成14年度 

第42回市民総合文化祭 
中央公民館 公(35) 6 0 5 6 

今年も市民の皆さんが主役の文化祭が開催され、発表会や展示会など催し物が盛りだくさんです。 

皆さん、文化・芸術の秋を楽しんでみませんか。多数のご来場をお待ちしております。 

◆期 日 11月2日（土）・3日（日）・4日（月） 

◆会 場 五所川原市中央公民館 

◆主 催 五所川原市文化振興会議 

期 	日 時 	間 行 	事 	名 団 	体 	名 会 	場 

期
  

2 日田 

i 

4 日（月） 

9 :00-J7:00 菊 	花 	大 	会 五 所 川 原 晩 香 会 一階 ロ ビ ー 

9 】 O0-16 : 00 

写 真 展 示 会 五所川原写真クラブ 三階 ギャラリー 

盤 景 展 示 会 五 所 川 原 紫 操 会 二階 第 2会議室 

ち ぎ り 絵展示会 和紙ちぎり絵しゆんこう 二階 廊 	下 

作 	品 	展 	示 市老人クラブ連合会 二階 サークル室 

9 :OO~17:0O 盆 栽 展 示 会 五 所 川 原 盆 栽 会 一階 大ホール 

10 】 00--17 】 00 書 道 展 示 会 五 所 川 原 書 道 会 二階 第1会議室 

10 : 00-i5 : 30 
絵 画 展 示 会 光 	彩 	会 一階 大ホール 

絵 画 展 示 会 紅 	辰 	会 二階 ギャラリー 

3 日（日） 

9 :00-10:00 尺 	ノ、、 	発 	表 	会 竹 	志 	会 一階 大ホール 

10 : 00--12 : 00 

植物研究発表会 津 軽 植 物 の 会 二階 視聴覚室 

尺 八 発 表 会 竹 	の 	会 一階 大ホール 

筆 曲 発 表 会 松 	葉 	会 一階 大ホール 

10 : 00-15 : 00 
市 	民 	茶 	会 茶 道 裏 千 家 流 三階 大 広 間 

市 	民 	茶 	会 茶 道 遠 州 流 三階 作 法 室 

13 : 00-14 : 00 津軽三味線発表会 津軽三味線滝栄会 一階 大ホール 

14 : 00-15 : 00 詩 吟 発 表 会 五 所 川 原 吟 詠 会 一階 大ホール 

15 】 00~15 : 30 謡 	曲 	大 	会 五 所 川 原 宝 生 会 一階 大ホール 

3 日（日） 

4 日明） 
9 :00へ117:00 

生 け 花 展 示 会 華 道 小 原 流 二階 第3会議室 

生 け 花 展 示 会 華 道 遠 州 流 二階 第 4 会議室 

生 け 花 展 示 会 華 道 龍 生 派 二階 音 楽 室 

生 け 花 展 示 会※ 華 	道 	池 	坊 二階 工 芸 室 

4 日卿 

10 : 00-11 : 00 舞 踏 発 表 会 秀 	純 	会 一階 大ホール 

11: 00-12 : 00 民 謡 発 表 会 五所川原民謡ニュー盛会 階 大ホール 

13 : 00-14 : 00 民 謡 発 表 会 五所川原民謡協会 ・階 大ホール 

※ 4 日は 9 :00-16:00 

・n月 3 日同・4 日回は、栄養士会による栄養指導が行われます（二階国際交流室）。ぜひご相談ください。 

・n月10日（日）1O:0O-16:00 県下短歌大会（五所川原短歌会主催）が開催されます。 

みんなのギャラリー展示紹介 

◆10月19日（土）~10月27日（日）中央公民館 3Fギャラリー 	a 
◆岩谷朴仙『漢字かな交じり書展』 

「古希の節目にさまざまな感動を、墨を磨って、筆と紙で、取り組んでみたい」 

と自己の想いをつづった書展です。 

× 
	

◆「みんなのギャラリー」展示希望の方は、お気軽に中央公民館までご連絡ください。 	ノ 

発表案内 

9 平成14年10月15日 	五所川原市役所 公35-2111 



第
7
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

交
歓
大
会
 
参
加
者
募
集
 

大
会
事
務
局
ス
ポ
ー
ツ
オ
フ
ィ
ス
 

公
・F
A
X
(3
3)
2
4
8
5
 

新
日
本
婦
人
の
会
五
所
川
原
支
部
 

公
（3
4)
3
9
9
9
 エ
藤
 

毘
沙
門
・長
富
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィセ
ン
タ

ー
 

◇
内
容
 
盆
栽
・
山
野
草
・
農
産物
展

※
3
日
午
前
中
は健
康
相
談
を
実
施

講
話
「
健
康
と
食
」
大
柳
睦
子
先
生
 

結
成
し
て
3
年
に
な
る
、
津
軽
半
島
 

・

津
軽
平
野
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る

ア
マ
チ
ュ
ァ
吹
奏
楽
団
で
す
。
 

●

1
1月
3
日
同
 

開
場
1
4時
 
開
演

1
4時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
、
ンア
 
大ホ
ー
ル
 

◇
入
場
料
 
期
円
（
幼
児
無
料
）
 

◇
前
売
り
券
発
売
所
 

エ
ル
ム
の
街
s
c

、
イ
オ
ン
柏
s
C
 

◇

ht
t
pミ
w
w
w・r
6
6
・
『＆

・8
ミ

ー
kaz
s
o
、
 

『
ロ
百n
o
s
a
t

o『
 

毘
沙
門
・長
富
地
区
住
民協
議
会
事
務
局
 

公
（
3
6)
2
0
1
3
 

●

1
1月
2
日
田
 

3
日
日
 

事
務
局
 
容
（3
5)1
0
8
1

高
橋
 

毘
沙
門
・
長
富
地
区
 

文
化
祭
開
催
 

雪
の
里
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
 

第

2
回
定

期
演
奏
会
 

や
地
理
を
学
習
し
、
簡
単
な
ク
イ
ズ

で
ま
と
め
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
距
離

は
約
五
キ
ロ
弱
で
楽
な
コ

ー
ス
。
完

歩
者
に
は
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
 

9
時
飯
詰
支
所
前
受
付
、
9
時
3
0分

出
発
、
雨
天
の
場
合
は
2
7日
に
延
期
。
 

9
時

、
1
8時
 

9
時

、
1
5時
 

●

1
1月
1
0日
回
 
南
小
学
校
体
育
館

◇
内
容
（
組
別
）
 

●

女
子
の
部
（
女
子
のみ
）
 

●

ト
リ
ム
の
部
（
3
9歳
ま
で
の
男
性
2
 

名
・
女
性
2
名
）
 

●

ト
リ
ム
の
部
（
4
0歳
以
上
の
男
性
2
 

名
・
女
性
2
名
）
 

◇
申
込
締
切
 
1
0月
2
0日
回
 

五
所
川
原
お
や
こ
劇
場
 

公
・
F
A
X
(3
4)
2
1
7
0
 

ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
舞
台
劇
を
創
っ
て
い

き
ま
す
。
あ
な
た
も
舞
台
に立
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
 

練
習
日
に
全
て
参
加
で
き
る
方
に
限

り
ま
す
。
 

●

練
習
日
…
1
0月
2
6日
田
・
2
7日
回
 

1
1月
2
3日
田
・
2
4日
回
 

1
2月
1
9日
困
、
2
1日
田

発
 
表

…
1
2月
2
2日
回
 

◇
対
象
…
小
学
生

（
定員
3
0名
）
 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
 

◇
練
習
・
発
表
場
所
…
中
央
公
民
館

※
参
加
無
料
 

民
話
劇
「
け
ん
か
山
」
 

出
演
者
・
スタ
ッ
フ
募
集
 

プ
ロ
の
演
出
家
を
招
き
、
 ワ
ー
ク
シ
 

「心
身
と
も
に
健
康
な
子
を
育
て
よ

う
。
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
お
母
さ
ん
を
な

く
そ
う
」
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
親
子

で
リ
ズ
ム
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
・
 

●

1
0月
2
6日
田
 
1
0時

、
1
2時
 

中
央
公
民
館
（動
き
や
す
い
服
装
で
）
 

◇
対
象
者
 
0
歳
か
ら
 

※
要
、
電
話
申
し
込
み
。
参
加
無
料
。
 

越
 
谷
 
喜
 
明
 

（
市
伝
統
文
化
功
労
賞
受
賞
者
）
 

写
真
遺
作
展
 

津
軽
衆
に
な
っ
た
地
蔵
さ
ま
 

昨
年
亡
く
な
っ
た
、
平
成
十
一
年
度

五
所
川
原
市
伝
統
文
化功
労
賞
受
賞
者
 

・

越
谷
喜
明
さ
ん
の
力
作
「
津
軽
衆
に

な
っ
た
地
蔵
さ
ま
」
の
写
真
展
です
。
 

昔
な
つ
か
し
い
ス
ナ
ッ
プ
や
風
景
な

ど
を
展
示
。
あ
な
た
も
故
人
が撮
っ
た

津
軽
衆
の
優
し
さ
と
干
不
ル
ギー
を
感

じ
ま
せ
ん
か
？
 

●

1
1月
3
日
回
、
6
日
困
 

1
0時

、
2
1時
（6
日
は
1
7時
ま
で
）
 

エ
ル
ム
s
c
2
F
ホ
ー
ル
 

廿
（3
3)
4
0
0
0閥
 

●1
1月
7
日
困
、
1
5日
国
 

鶴
常
書
店
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

廿
（3
4)
21
6
5
 

(
7日
か
ら
同
名
の
写
真
集
も
販
売
。）
 

＼
 
ノ
／
ノ
「
 一
 

青
松
園
祭
の
お
知
ら
せ
 

青
松
 園
 

公
（
3
7)
3
1
1
ー
 

●

1
1月
1
0日
回
 
1
0時

、
1
5時
 

テ
ー
マ
 
「ふ
れ
あ
い
」
 

◇
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 

1
0時
3
0分
、
 
温
泉
バ
ン
ド
 

1
3時
、
 
藤
崎
三
平
シ
ョ

ー
 

〇
利
用
者
に
よ
る
出
し
物
、
作
品
展
示
 

即
売
、
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
等
も
あ
 

り
ま
す
。
 

※
送
迎
バ
ス
 
五
所
川
原
駅
発
9
時
4
5
 

分
、
青
松
園
発
1
5時
 

飯
詰
秋
ま
つ
り
ニ
〇
〇
一
一

飯
詰
地
区
秘
蔵
展
 

公
（3
7)
2
7
0
7

長
峰
 

飯
詰
住
民
協
議
会
で
「
飯
詰
秋
ま
つ

り
二
〇
〇
二
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

●

1
0月
2
6日
田
 
9
時

、
1
7時
 

2
7日
回
 
9
時

、
1
6時
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
飯
詰
 

（
飯詰
支
所
）
 

◇
催
し
物

（2
6日
・
2
7日
）
 

●

農
林
産
物
販
売
 

●

飯
詰
地
区
秘
蔵
品
展
（
額
、
扉
風
、
 

軸
中
心
の
公
開
）
 

●

2
6日
の
み
 
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
飯
詰

飯
詰
高
楯
城
比
と
勤
労
体
育
セ
ン

タ
ー
を
コ

ー
ス
に
入
れ
、
そ
の
歴
史
 
 

■

講
師
 

畑
山

隆
則
氏
 

（
はた
け
や
ま
た
か
の
り
）
 

元
W
B
A世
界
ライ
ト
級
 

チ
ャン
ピオ
ン
 

元
W
BA
 

世
界
ス
ー
パー
・
フ
ェ
ザ
ー
級
 

チ
ャン
ピオ
ン
 

●

テ
ー
マ
 

「ボ
ク
シ
ン
グ
か
ら
 

学
ん
だ
こ
と
」
 

●

と
 
き
 
1
1月
6
日
困
 

開
場

1
8時
 

開
演

1
8時
3
0分
 

●

と
こ
ろ
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
大
ホ
ー
ル
 

 

入
場
無
料
 

 

全
席
自
由
 

 

手
 
話

通

訳
付
 

主
催
 
五
所
川
原
市
連
合
P
T
A
 

共
催
 
五
所
川
原
市
教
育
委
員
会
 

五
所
川
原
市
職
員
互
助
会
 

助
五
所
川
原
市
 

自
治
振
興
公
社
 

ノ／参 
奥影ノノ 

文化講演会 
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と
芸
《又
永
わ
ら
 

題
字
 
斎

藤
 

清
泉
 

〔
五
所

川
原
俳

句
会

〕
 

方

言
の

替
へ

唄
ま
じ

る
秋
祭
 

敦
賀
 
晴

川
 

一
点
に
絞
っ

て
ゆ
け

り
鬼

や
ん

ま
 
鳴

瀬
 
牛

角
 

猫
車
南
瓜

を
の

せ

て
子

を
乗

せ
て
 
成
田
 

点 

市
子
 

天
高
し

屋
根

ま
で

白
き
家

を

建

て
 
斉
藤
今

H
子

赤

と
ん
ぼ

花
ひ

ら
の
よ

に
手

を

振
る
子
 
松
宮
 

梗
子

再
会
の
素

手
柔
ら

か
き
法
師

蝉
 

櫛
引
 
麗
子

金

銀

の
こ
け
し

に
触
れ

て
秋

う
ら
ら
 

成
田
 

房
子

白
萩

や
小
さ

き
足
裏

の

尼
若
し
 

福
士
 

美
和

ぴ

こ
ぴ

こ
と
鳴

る
サ
ン
ダ

ル
や
小
鳥
来

る
 
三

上
悠

恵
子
 

山
内
 

ヒ

ロ
 

木
村
 

と
き
 

成
田
 

千
空
 

古

鈍
に

砕
け

て
明
し
栗

南
瓜
 

天
高

く
園
児

の
歓

声
晴
舞

台
 

か

り
か

り
と
沢
蟹

を

噛
み
峡

泊

り
 

火災二必急ーい一払礁況 
五所川原消防署管内 9月の火災、救急、救助出動件数（単位】件） 

区 分 
火 救 	急 救 	助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成14年 3 28 96 978 1 18 

平成13年 5 26 95 1,023 2 25 

比 	較 △ 2 2 1 t 45 △ 1 △ 7 

問合せ／五所川原地区消防事務組合消防本部丑35-2O19（内線 23) 

11 平成14年10月15日 	五所川原市役所 公35- 2111 
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健康福祉課 内線234・236 

元冬さを長佳 I 
お米を使った料理① 

五所川原市食生活改善推進員会 

I 

献血のご 案内 .
.
.
 

健 康 相 談 
身も‘いもさっぱりする健康相談。病気の相談、心の

相談、血圧測定など保健師が相談に応じます。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

新 町 集 会 所 10月29日因 10:00--12:00 

すくすく健診 
◆場所ー働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 
◆受付時間・・・12時30分から12時45分 

※ 3 歳児健診のみは12時15分から12時30分 r ◆持参する豊,讐暫帳、ノ了グと一 

※お願い 健診に来られなかった方は、健康福祉課までご連絡
ください。病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受けるこ
とができます。健診当日は、駐車場が混雑しますので、市役
所駐車場もご利用ください。 

母と子の相談日 
●この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場に 

一  
r一 ◆場所…働く婦人の家“保健センター（新町バス停前） 

◆持参するもの・・母子健康手帳 

開 設 日 時 間 内 	容 

11月 6 日（加 ・各月齢での成長、 

11月20日困 10 :00-12 :00 発達、育児、遊び、 

※20日の午後は電話 13 :00--15 :00 栄養（離乳食等）相談 
予約となっています。 ・子育て等の情報交換 

期 日 時 	間 場 	 所 

11月1日金 10:00-15:30 東芝メデイア機器株式会社前 

対象児 期 日 主 な 内 容 

4 カ月児 

健 	診 

平成14年 

6月生まれ 

10月29日

因 

小児科診察・身体引測 
神経芽細胞腫検査セット
配布・離乳食試食
育児情報交換等 

1 	歳 
6 カ月児 
健 	診 

平成13年 

5 月生まれ 

11月26日
因 

小児科・歯科診察 
歯科保健指導・身体計測 
発達相談等 

歳
  

3健
 
児
診
 

平成11年 

7 月生まれ 

11月21日

困 

※対象者に個別通知します。 
小児科・歯科診察 
身体計測・尿検査 
視聴覚検査、発達相談等 

牛肉の巻きおむすび I 

Aa 
エネルギー 327kca1 塩分1.8 g 

【材 料（8個分）】 

米 	  3合 

牛もも薄切り肉・・・400 g 
ゆかり・・・大さじ1と1/2 
植物油 

Iしょうゆ 

…大さじ5とV3 
a‘さとう・・・大さじ1 

酒 	大さじ3 
みりん・・・大さじ3 

【作り方】 

①米を炊き、ゆかりを混ぜ、 8 等分して俵型に。 

② a をバットに入れ、牛肉を広げて30分浸す。 

③肉を広げて①のごはんを包む。残った a は半分に煮 

詰める。 

④フライパンに油を熱し③を継ぎ目を下にして焼く。 

肉全体に火が通るように転がしながら焼く。 

⑤肉が白っぼくなったら、はけで a をまんべんなく塗 

り、焦げないように転がしながらさらに焼く。 

⑥出来上がったら2--4つの斜め切りにして、盛付ける。 

ゆかりと牛肉に甘い醤油ダレがびったり合い、さっぱ

りとした後味です。おもてなしの一品に、行楽のお弁当

にぜひお試しください。 

\ 

S素想瞬I慈llv事~ 
月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

10月20日 日
  

佐藤内科小児科医院 
五所川原市
弥生町4-2 35-4155 

10月27日 日
  

瀬川内科クリニック 
五所川原市
松島町1丁目79 33-0202 

※ 1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 

2．その他、消防署（救急病院紹介云34-4999）で紹介します。 

マイハッビー事業（高齢者健康調査）への協力について 
調査は、市内にお住まいの65才、70才、75才、80才（年度内）の方を対象に、一人ひとりの心身の

健康状態や日常生活の状況などを詳細に調査し、市の高齢者健康づくりの計画に組み入れ、介護予防の

推進を図っていくものです。また、こ回答いただいた方には、コンピュータで分析した調査結果を送付

いたします。健やかな生活をいつまでも送り続けるためにぜひこ活用ください。 

調査票は、各町内会の保健協力員が、対象者となる方ノ＼10月下旬～11月上旬にお届けし、回収する予 

定ですのでご協力をお願いします。 	 健康福祉課 内線238・245 

五所川原市役所 公35-2fl1 	平成14年10月15日 12 
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